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 宮上佳江（NPO 法人園芸療法研究会理事長） 

例年になく厳しい冬ですね。我が家の畑ではミズナが野鳥に食べられ、じくだけになりました。自然の

ことだから仕方がないのですが、気持は沈みます。おや、よく見ると小さな希望の新芽が残っています。

暖かくなればすくすくと育ち始めることでしょう。園芸一喜一憂。楽しみがふくらむ春がもう、すぐそこ

まできています。 

さて、本年は当会が 1998 年 1 月 7 日に、第 1 回総会を開催してから 20 年となる記念すべき年です。

1998 年当時は園芸療法に関する情報も少なく、インターネットによる検索エンジンやスマートホンもあ

りませんから、情報紙が届くのを楽しみにしていました。 

現在は、会員 ID とパスワードを入力することで、ホームページから情報誌『はなとわ』を読むことが

できます。事務局スタッフの尽力の成果で 2017 年に素敵なホームページに生まれ変わりました。認定登

録園芸療法士の受験資格が取得できる「こころの時代の園芸療法講座」も、8 期生の募集中です。聴講も

できますので、ぜひ学びの場にいらしてください。 

 ホームページが充実し、検索エンジンが普及すると、知りたい情報がだれでも簡単に入手できるように

なりました。では、NPO 法人園芸療法研究会西日本の社会的な役割は何でしょうか。また、会員になる

メリットは何でしょうか。 

当会は、園芸療法・園芸福祉の実践者を育て、実践の場や実践者をつなぎ、支える団体です。活動の核

は、「園芸療法・園芸福祉の裾野を広げる」、「実践者を支援する」こと。実践者がひとりで悩まず、相互交

流のなかで切磋琢磨できることが、当会の役割です。 

20 年続いた活動を今後も継続するためにも、園芸を通して、人と人がつながる活動を、会員とともに

ひろめていきたいと思います。 

ものごとには一喜一憂がつきものです。心配事が少なく、喜びが勝ればしあわせ

に近づくように思います。 

今年も園芸の楽しみが、多くの人をしあわせにしますように。 
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